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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公開番号】特開2011-44428(P2011-44428A)
【公開日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2010-184365(P2010-184365)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   8/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  17/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/06     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/06     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  19/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   8/04    １００　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ２３０　
   Ｆ２１Ｓ   8/04    １１０　
   Ｆ２１Ｖ  17/00    ２５０　
   Ｆ２１Ｖ   7/06    ２００　
   Ｆ２１Ｖ  23/00    １２０　
   Ｆ２１Ｖ  23/06    　　　　
   Ｆ２１Ｖ  23/04    ４００　
   Ｆ２１Ｖ  19/00    ４５０　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｌ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月15日(2013.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに結合されて、挿入溝を有し、前記挿入溝内部に配置された第１連結端
子を含む結合部材と、
　前記ハウジングと前記結合部材との間に配置された一つ以上の反射体と、
　前記結合部材の挿入溝に脱着自在に結合されて、前記第１連結端子と電気的に連結され
る第２連結端子を含む光源部と、を含む照明装置。
【請求項２】
　前記光源部は、上部と下部を含み、
　前記光源部の上部は、前記挿入溝に脱着自在に結合され、
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　前記第２連結端子は、前記光源部の上部に配置され、
　前記光源部の下部は、前記反射体に向けて光を放出する発光素子を含む、請求項１に記
載の照明装置。
【請求項３】
　前記光源部は、第１胴体と第２胴体を含み、
　前記第１胴体の上部は、前記挿入溝を通じて前記結合部材と脱着自在に結合される第１
結合部を含んで、下部は第１傾斜面を含み、
　前記第２胴体の上部は、前記挿入溝を通じて前記結合部材と脱着自在に結合される第２
結合部を含んで、下部は第２傾斜面を含み、
　前記第１傾斜面及び前記第２傾斜面上にそれぞれ配置された複数の発光ダイオードを含
む、請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第１胴体は、前記第１傾斜面を底面にする第１発光溝を有し、
　前記第２胴体は、前記第２傾斜面を底面にする第２発光溝を有し、
　前記第１発光溝内には、前記第１傾斜面に沿って前記複数の発光ダイオードが傾くよう
に配置され、
　前記第２発光溝内には、前記第２傾斜面に沿って前記複数の発光ダイオードが傾くよう
に配置された、請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記第１発光溝及び前記第２発光溝には、複数の発光ダイオードで前記ハウジングの外
部に直接放出される光が遮られるように前記第１発光溝及び前記第２発光溝からそれぞれ
突出した突出部を有する、請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記光源部は、第１胴体、第２胴体、及び前記第１胴体と前記第２胴体との間に配置さ
れた中間胴体を含み、
　前記第２連結端子は前記中間胴体の上部に配置される、請求項１ないし５のいずれか一
項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記中間胴体の両側面に配置され、
　前記中間胴体及び前記第１胴体の間の接近距離と前記中間胴体及び前記第２胴体の間の
接近距離に基づいて、前記複数の発光ダイオードに供給される電源を遮断または連結する
リミットスイッチをさらに含む、請求項６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記第１胴体、前記第２胴体、及び前記中間胴体の両端のうちで少なくとも一端に配置
され、
　前記第１胴体、前記中間胴体、及び前記第２胴体を互いに脱着自在に結合し、
　前記第１胴体と前記中間胴体との間の離隔距離、及び前記第２胴体と前記中間胴体との
間の離隔距離が変化され得るように、前記第１胴体及び前記第２胴体を回転自在にする結
合キャップをさらに含む、請求項６または７に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記結合キャップは、第１抑止突起、第２抑止突起、上部固定突起、下部固定突起、第
１軸突起及び第２軸突起を含み、
　前記第１胴体は、前記第１抑止突起と前記第１軸突起がそれぞれ挿入される溝を有し、
　前記第２胴体は、前記第２抑止突起と前記第２軸突起がそれぞれ挿入される溝を有し、
　前記中間胴体は、前記上部固定突起と前記下部固定突起がそれぞれ挿入される溝を有す
る、請求項８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記中間胴体はセンサー部を含み、
　前記センサー部は、カメラ、フォトセンサー、圧力感知センサー、温度感知センサー、
盗難防止用センサー、電波感知センサーなどを少なくとも一つ含む、請求項６ないし９の
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いずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記光源部は、
　前記１胴体及び前記第２胴体の間に配置されて、前記第１胴体及び前記第２胴体の間の
間隔が離れる方向に弾性力を提供するスプリングをさらに含む、請求項３ないし１０のい
ずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記挿入溝の内側壁面は複数の第３溝を有し、
　前記第１結合部は突出端を含み、
　前記突出端は、前記複数の第３溝のうちいずれか一つに挿入される、請求項３ないし１
１のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記挿入溝の内側壁面は傾斜した、請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記第１結合部及び前記第２結合部は、
　前記結合部材との結合時に前記光源部から発生した熱が転移するように前記挿入溝の内
面と接触する接触面を有する、請求項３ないし１１のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記結合部材の外側壁面は一つ以上の第１溝を有し、
　前記ハウジングの内側壁面は一つ以上の第２溝を有し、
　前記反射体の第１側は前記第２溝を通じて前記ハウジングの内側壁面と脱着自在に結合
され、
　前記反射体の第２側は前記第１溝を通じて前記結合部材の外側壁面と脱着自在に結合さ
れる、請求項２ないし１４のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記ハウジングと前記反射体との間に配置されて、前記光源部と前記結合部材の結合時
、前記光源部に電源及び駆動信号のうちで少なくとも一つを提供する電源駆動部さらに含
む、請求項２ないし１５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記第１連結端子は、一列に配列された第１ないし第４端子を含み、
　前記第２連結端子は、前記第１ないし第４端子と対応する第１ないし第４ソケットを含
み、
　前記第１端子と前記第２端子及び前記第３端子と前記第４端子は、極性が互いに異なり
、
　前記第１端子と前記第４端子及び前記第２端子と前記第３端子は、極性が同じ、請求項
２ないし１６のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記第１連結端子は、前記第１ないし第４端子を有する雌ブロックを含み、
　前記第２連結端子は、前記第１ないし第４ソケットを有する雄ブロックを含む、請求項
１７に記載の照明装置。
【請求項１９】
　前記第１連結端子は、第１雌ブロックと第２雌ブロックを含み、
　前記第１雌ブロックは、一対以上の端子を含み、
　前記第２雌ブロックは、一対以上の端子を含み、
　前記第１雌ブロックの一対以上の端子と前記第２雌ブロックの一対以上の端子は、互い
に対称的な構造と極性を有し、
　前記第２連結端子は、第１雄ブロックと第２雄ブロックを含み、
　前記第１雄ブロックは、前記第１雌ブロックの一対の端子と対応する一対以上のソケッ
トを含み、
　前記第２雄ブロックは、前記第２雌ブロックの一対の端子と対応する一対以上のソケッ
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トを含む、請求項２ないし１６のいずれか一項に記載の照明装置。
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